
東海・南女エンリッチコース 
 

(中１)英語 認定テスト課題解説 
河合塾中学グリーンコース 

1月～４月までの【A】～【E】エンリッチ英語専用問題を受験される方は，この

課題解説プリントで受験準備をして認定テストに臨んでください。 

単語リストにある英単語を確実に覚えて，英文を書けるようにしておきましょう。

（発音記号を覚える必要はありません） 

 

 

［解説］ 

１. 名詞 

ものや人の名を表す語を名詞といいます。英語では，名詞を，数えられる名詞と数え

られない名詞にわけます。 

（１）数えられる名詞（可算名詞） 

個数で数えることができる名詞を，可算名詞といいます。可算名詞で表すものが 

ひとつの場合を単数といいます。 

   〔単数〕可算名詞で表すものがひとつの場合，その名詞の前に，「ひとつの」という 

       意味の a，もしくは an という冠詞をつけます。 

        ・子音から始まる名詞の場合 → a をつける （例） a pen 

        ・母音から始まる名詞の場合 → an をつける（例） an egg 

（２）数えられない名詞（不可算名詞） 

    個数で数えることができない名詞を不可算名詞といいます。不可算名詞には，a  

や an をつけることができません。 

（例） water（水）  math（数学） 
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［解説］ 

１. 英文の成り立ち 

 一般的に，「〜は，〜が」という主題になる部分と，「〜である，〜する」という主題に

ついて述べる部分で，文ができます。英語では，主題になる部分を「主語」，主題について 

述べる部分を「動詞」といいます。英語では，主語のあとに動詞を置きます。 
  

  I   am  a  student.（私は学生です） 

主語  動詞 

 

  I   have  a  book.（私は本を持っています） 

主語  動詞 

（１）主語 主語になる品詞は，名詞と代名詞です。 

（２）動詞 動詞になる品詞は，動詞です。動詞にはいろいろな分類の仕方がありますが， 

まず，be 動詞と一般動詞にわけて考えてみましょう。 

         ＊品詞とは，単語を語形や働き，意味などによって分類したものです。 

 

２. be 動詞の文 

・be 動詞を用いた文は，＜主語＋ be 動詞＞のあとに「補語」を置きます。補語は，主語 

を説明する部分です。be 動詞は，主語と補語をイコールの関係で結ぶ働きをし，「〜は 

…である」という文を作ります。 
  

   I   am  a student.（私は学生です） 

主語  動詞   補語 

・be 動詞の現在形は３種類あり，主語の人称によって使いわけます。 

  主語が一人称単数（I）のときは am を用います。 

 主語が二人称単数（you）のときは are を用います。 

  主語が三人称単数（Tom など）のときは is を用います。 

＊一人称は自分，二人称は相手，三人称はそれ以外の人やものです。 

【be 動詞の文】 
 

 



 I am a student.（私は学生です） 

 You are a teacher.（あなたは教師です） 

 Tom is a student.（トムは学生です） 

 

 

 

             

 

 ① 文の最初の文字は，大文字で書く。 

 ② 単語と単語の間は少しあける。 

 ③ 文の終わりには，ピリオド（ . ）をつける。 

 ④ 固有名詞は，文の途中であっても大文字で書き始める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

［解説］ 

１. 一般動詞の文 

・be 動詞以外の動詞を一般動詞といい，多くの場合「〜は…する」という文を作ります。 

・一般動詞には，＜主語＋動詞＞のあとに「目的語」を置くものがあります。目的語は 

 「〜を」と動作の対象になる部分です。 
  

  I   have a book.（私は本を持っています） 

主語  動詞  目的語 

 

        

【一般動詞の文】 
 

 


